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Topics ～今月の内容～

　　見る、知る、考えてみる。市議会へ。見やすく、
わかりやすい「市議会だより」をお届けするため、
そして、「市議会」をより身近に感じていただくため、
今後も努力して参ります。

「市議会だより」変わります！

＊「市議会だより」のフルカラー版が見られるようになりました　➡➡

いわみざわ
GIKAI GUIDEBOOK

市議会だより

No.138
2024.2.1

～ご参加いただき
　　ありがとうございました～

11 月 20 日に本会場（いわなび）、幌向会11 月 20 日に本会場（いわなび）、幌向会
場、北村会場、栗沢会場の４か所へお邪魔場、北村会場、栗沢会場の４か所へお邪魔
をさせていただきました。多くの方々のごをさせていただきました。多くの方々のご
参加、また、貴重なご意見をお聞かせい参加、また、貴重なご意見をお聞かせい
ただきました。心よりお礼申し上げます。ただきました。心よりお礼申し上げます。
なお、メイン会場の様子はなお、メイン会場の様子は
市議会 YouTube ページ市議会 YouTube ページ
からご覧いただけます。からご覧いただけます。

北村会場北村会場

幌向会場幌向会場

栗沢会場栗沢会場

本会場（いわなび）本会場（いわなび）



第４回定例会において、市の施策の状況や方針について、
12 名の議員が市長、教育長などに対して一般質問を行いました。
誌面の都合上、要約し掲載します。
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決算審査特別委員会・質問項目・一般質問

質 問一 般

今
年
度
の
冬
対
策
に
つ
い
て

み 

ど 

り 

の 

会

　
　
松
　
本
　
一
　
郎

質　
除
雪
体
制

答　
【
市
長
】
雪
の
処
理
を
自
力
で
行
う
こ

と
が
難
し
い
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
が

い
る
世
帯
に
対
し
、
事
業
者
が
行
う
家
屋
の

雪
下
ろ
し
や
間
口
除
雪
、
定
期
排
雪
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
業
の
軽
減
も
図
り
、
担
い
手
の
確

保
に
つ
な
げ
て
き
た
。
除
雪
業
者
の
努
力
や

農
家
の
方
の
協
力
で
、
昨
年
と
同
様
の
除
排

雪
体
制
を
確
保
し
て
い
る
。

質　
冬
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

答　

除
排
雪
管
理
・
作
業
支
援
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
検
証
を
進
め
て
お
り
、
来
年
度
以
降

の
実
用
化
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

除
雪
車
単
位
で
の
除
排
雪
情
報
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
配
信
は
、
道
路
へ
の
雪
出
し
の
恐
れ
や

個
人
的
な
問
合
せ
等
の
対
応
な
ど
運
転
手
に

必
要
以
上
の
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
迅
速
な
除

排
雪
作
業
に
支
障
が
生
じ
る
懸
念
が
多
く
、

対
応
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

質　
冬
季
防
災
対
策

答　
冬
季
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
等
の
対
策
で

は
、
48
の
避
難
所
の
う
ち
34
の
避
難
所
に
自

家
発
電
設
備
ま
た
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
を

配
備
。
配
備
の
な
い
避
難
所
に
も
市
で
備
蓄

し
て
い
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
を
運
搬
し
て

電
源
を
確
保
す
る
。

　

地
域
の
要
望
に
応
じ
て
訓
練
を
実
施
し
、

出
前
講
座
や
市
の
広
報
紙
で
も
停
電
発
生
時

の
対
応
や
家
庭
で
の
備
蓄
に
つ
い
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

質　

雪
の
活
用
「
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド
」

の
醸
成
（
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
雪

氷
熱
の
利
用
）

答　
雪
冷
熱
の
利
用
効
果
は
非
常
に
限
定
的

で
あ
り
、
投
資
コ
ス
ト
の
回
収
は
困
難
と
さ

れ
、
世
界
的
な
潮
流
も
液
浸
冷
却
、
海
水
や

河
川
水
を
用
い
た
水
冷
方
式
の
採
用
が
増
加

し
て
お
り
、
雪
氷
熱
の
利
用
は
非
常
に
困
難

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

※
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド
…
自
分
が
住
ん
で
い
る

地
域
に
対
す
る
誇
り

１２月８日（第２号）
みどりの会 松本 一郎 議員
民優会 日向 清一 議員
みどりの会 河合 清秀 議員
市民クラブ 新井 優也 議員

１２月１１日（第３号）
市民クラブ 木村 光宏 議員
市民クラブ 坂井 秋子 議員
市政クラブ 石黒 武美 議員
公明党 猪口 満雅 議員

１２月１２日（第４号）
日本共産党議員団 山田 靖廣 議員
日本共産党議員団 上田 久司 議員
民優会 大和 勝 議員
市民クラブ 平野 義文 議員

質問項目の詳細につきましては、発言通告書をご覧ください。

QR コードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。

　決算審査特別委員会が設置され、審査が行われました。
　議案第 81 号・令和４年度岩見沢市一般会計及び各特別会計決算の認定について
　議案第 82 号・令和４年度岩見沢市病院事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について
　議案第 83 号・令和４年度岩見沢市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
　議案第 84 号・令和４年度岩見沢市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

　第３回定例会で閉会中継続審査※と決定された、以上４案件の審査を行うため、10 月 17 ～ 20 日に
　決算審査特別委員会が開かれ、審査が行われました。4 案件全てにおいて、認定・可決すべきと決定
　され、第４回定例会の初日にそのとおり議決されました。
　　（※閉会中継続審査：議会会期中に審議終了できず、付託を受けた委員会が議会閉会中に引き続き審査を行うこと。）
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北
海
道
教
育
委
員
会
学
校
管
理
規
則
改
定
に

伴
う
総
休
業
日
数
延
長
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
岩
見
沢
市
の
対
応
に
つ
い
て

民 

優 

会

　
　
日
　
向
　
清
　
一

質　
現
在
各
学
校
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
年
間

総
授
業
時
数
で
教
育
課
程
編
成
届
の
状
況

答　
【
教
育
長
】
全
て
の
学
校
で
国
が
定
め

る
各
教
科
等
の
授
業
時
数
及
び
各
学
年
に
お

け
る
標
準
授
業
時
数
を
確
保
し
て
い
る
。

　
本
年
度
は
、
昨
年
度
の
感
染
拡
大
予
防
の

臨
時
的
措
置
や
、
悪
天
候
時
の
安
全
確
保
の

た
め
の
緊
急
的
措
置
の
状
況
な
ど
を
鑑
み
、

校
区
内
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
小
学
校
第
５
学
年
で
は
、
標
準
授

業
時
数
を
平
均
で
57
時
間
程
度
、
中
学
校
第

２
学
年
で
は
、
同
様
に
平
均
で
56
時
間
程
度

余
裕
を
も
っ
て
確
保
し
て
い
る
。

質　
総
休
業
日
数
が
延
長
さ
れ
た
場
合
、
現

在
の
年
間
授
業
時
数
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
対
応

は
可
能
か

答　

道
教
委
で
は
、
道
立
学
校
の
長
期
休
業

日
を
６
日
間
延
長
で
き
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
小
中
学
校
で
最

大
６
日
間
延
長
し
た
場
合
、
年
間
授
業
時
数

で
約
35
時
間
程
度
の
削
減
が
必
要
と
な
る
。

　
年
間
総
授
業
時
数
だ
け
を
み
る
と
対
応
可

能
な
学
校
も
一
部
あ
る
が
、
教
育
課
程
の
編

成
に
当
た
っ
て
は
児
童
生
徒
の
心
身
の
発
達

や
特
性
及
び
学
校
や
地
域
の
実
態
を
十
分
考

慮
し
、
教
育
効
果
も
含
め
て
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質　
児
童
・
生
徒
の
休
業
中
の
居
場
所
確
保

答　
児
童
館
は
基
本
的
に
土
曜
日
や
長
期
休

業
日
等
は
午
前
７
時
半
か
ら
午
後
７
時
ま
で

受
け
入
れ
る
体
制
で
あ
り
、
学
校
の
長
期
休

業
日
が
延
長
さ
れ
た
場
合
は
同
様
の
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。
な
お
、
今
年
度
中
に
エ
ア

コ
ン
の
整
備
を
進
め
る
予
定
で
あ
り
、
児
童・

生
徒
が
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
居
場

所
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質　
現
時
点
で
、
北
海
道
教
育
委
員
会
学
校

管
理
規
則
改
定
に
伴
う
総
休
業
日
数
延
長
を

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
決
定
時
期
は
ど
の
よ
う
に
想
定

さ
れ
て
い
る
か

答　
現
時
点
で
、
来
年
度
は
夏
休
み
を
31
日
、

冬
休
み
を
19
日
と
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い

る
。
ま
た
、
道
立
学
校
の
管
理
規
則
に
準
じ

て
、
夏
休
み
と
冬
休
み
の
総
日
数
を
56
日
以

内
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
授
業
時
数
確

保
の
観
点
か
ら
慎
重
な
判
断
が
必
要
な
た

め
、
令
和
７
年
度
以
降
の
実
施
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

住
み
や
す
い
岩
見
沢
を
求
め
て

み 

ど 

り 

の 

会

　
　
河
　
合
　
清
　
秀

質　
救
急
車
の
病
院
搬
送
時
間
の
短
縮

答　
【
市
長
】
適
切
な
救
急
医
療
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
患
者
の
症
状
に
応
じ
１
次
～

３
次
救
急
の
各
段
階
に
お
い
て
医
療
機
関
等

が
機
能
を
分
担
し
、
相
互
連
携
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
市
立
総
合
病
院
は
２
次
救

急
医
療
の
役
割
を
担
い
、
高
度
医
療
や
小
児・

周
産
期
医
療
等
を
担
う
南
空
知
医
療
圈
の
地

域
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
、
緊
急
・
救
急
患

者
に
つ
い
て
は
24
時
間
365
日
体
制
で
対
応
し

て
お
り
、
引
き
続
き
関
係
機
関
等
と
も
連
携

し
対
応
し
て
い
く
。

質　
札
幌
圏
で
働
く
人
を
岩
見
沢
の
定
住
者

ヘ答　
令
和
２
年
の
国
勢
調
査
に
お
け
る
当
市

の
通
勤
・
通
学
者
３
万
３
千
74
人
の
う
ち
、

札
幌
市
を
含
む
石
狩
管
内
６
市
に
通
う
市
民

の
割
合
が
13
・
８
％
、
４
千
577
人
に
達
す
る

な
ど
、
当
市
と
札
幌
圏
に
は
既
に
強
い
結
び

つ
き
が
あ
り
、
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
、
そ

の
強
み
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
を
念
頭
に

策
定
さ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
た
め
、
引

き
続
き
、
総
合
戦
略
の
中
で
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
。

質　
半
導
体
を
用
い
た
デ
ジ
タ
ル
関
連
企
業

の
誘
致
や
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
計
画

答　
当
市
に
進
出
さ
れ
て
い
る
企
業
の
中
に

は
半
導
体
製
造
拠
点
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

高
度
な
半
導
体
技
術
を
活
用
す
る
事
業
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

一
翼
を
担
う
デ
ジ
タ
ル
関
連
企
業
の
誘
致
を

展
開
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
現

在
北
海
道
大
学
等
を
中
心
に
採
択
さ
れ
本
年

度
よ
り
開
始
さ
れ
た
Ｓ
Ｉ
Ｐ
・
戦
略
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
画
し
、

緑
陵
高
等
学
校
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
科
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
高
等
学
校
と
大

学
・
企
業
と
の
協
調
に
よ
る
新
た
な
学
び
の

場
の
形
成
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
地
域
社
会
の
持
続
性
確
保
に
不
可
欠

で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を
推
進
し
て

い
く
。

QR コードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。一般質問
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鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
つ
い
て

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
　
木
　
村
　
光
　
宏

質　
エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防
止
柵
の
整
備
状
況
と

整
備
予
定
計
画
の
課
題
・
問
題
点

答　
【
市
長
】
侵
入
防
止
柵
は
国
や
市
の
補

助
事
業
を
活
用
し
て
農
業
者
に
よ
っ
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
85
戸
、
総
延
長

５
万
６
千
347
メ
ー
ト
ル
の
整
備
実
績
が
あ

る
。
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
活
用

し
た
集
落
単
位
の
共
同
取
組
活
動
に
よ
る
侵

入
防
止
柵
の
設
置
、
維
持
管
理
は
個
々
の
農

業
者
に
よ
る
対
策
に
比
べ
て
よ
り
効
果
的
で

あ
る
。
捕
獲
状
況
は
、
令
和
２
年
度
683
頭
、

３
年
度
663
頭
、
４
年
度
571
頭
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
自
家
消
費
等
以
外
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
は
、
地
域
お
こ
し
推
進
員
が
ジ
ビ
エ

加
工
業
者
と
連
携
し
、
エ
ゾ
シ
カ
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
開
発
、
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
メ
ー

プ
ル
ロ
ッ
ジ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
ジ
ビ
エ
と
し

て
の
利
用
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

質　
ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
軽
減
の
課
題
・
問
題

点
、
捕
獲
従
事
技
術
者
講
習
会

答　

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被
害
額
は
、
令
和

２
年
度
で
約
669
万
円
、
３
年
度
で
約
635
万
円
、

４
年
度
で
約
549
万
円
と
減
少
傾
向
と
な
っ
て

い
る
。

　
被
害
軽
減
に
向
け
、
猟
友
会
２
部
会
有
害

鳥
獣
対
策
委
員
会
及
び
岩
見
沢
市
丘
陵
地
鳥

獣
有
害
駆
除
対
策
連
絡
会
の
ハ
ン
タ
ー
に
よ

る
捕
獲
の
ほ
か
、
捕
獲
従
事
技
術
講
習
会
を

開
催
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て
、
市
街
地
な

ど
出
没
範
囲
の
広
域
化
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

受
講
修
了
者
へ
箱
わ
な
を
貸
与
す
る
こ
と

で
、
捕
獲
範
囲
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

質　
ヒ
グ
マ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
態
と
ハ
ン

タ
ー
の
高
齢
化
問
題
、
今
後
の
人
的
被
害
の

防
止

答　
担
当
職
員
が
猟
友
会
等
の
ハ
ン
タ
ー
と

共
に
現
場
に
赴
き
、
ヒ
グ
マ
と
判
断
し
た
場

合
は
ハ
ン
タ
ー
や
警
察
に
お
い
て
現
場
の
パ

ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
人
的
被
害
等
の
防
止
に

努
め
、
箱
わ
な
を
７
台
か
ら
10
台
に
増
や
し

て
捕
獲
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
ハ
ン
タ
ー
の
高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
20
代

か
ら
30
代
６
名
が
猟
友
会
等
に
新
規
加
入

し
、
学
生
の
研
修
生
も
い
る
な
ど
若
返
り
が

図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
担
い
手
の
確
保
、

特
に
若
年
層
の
勧
誘
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

岩
見
沢
市
に
お
け
る

　 

い
じ
め
の
現
状
と
取
組
に
つ
い
て

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
　
新
　
井
　
優
　
也

質　
い
じ
め
の
現
状

答　
【
教
育
長
】
本
年
６
月
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
が

あ
る
と
回
答
し
た
割
合
は
、
全
小
学
生
の
約

25
％
、
全
中
学
生
の
約
３
％
で
あ
っ
た
。
ま

た
個
別
の
面
談
等
に
よ
り
詳
細
を
把
握
し
、

い
じ
め
の
認
知
は
、
そ
の
解
消
に
向
け
た
取

組
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
と
い
う
認
識

の
下
、
学
校
が
い
じ
め
の
兆
候
を
含
め
て
認

知
し
た
件
数
は
、
小
学
校
320
件
、
中
学
校
50

件
で
あ
り
、
令
和
３
年
に
旭
川
市
の
女
子
中

学
生
が
亡
く
な
っ
た
重
大
事
案
以
降
、
い
じ

め
の
認
知
件
数
は
増
加
し
て
い
る
。
な
お
、

認
知
し
た
い
じ
め
は
、
学
校
が
解
消
に
向
け

て
取
り
組
み
、
全
て
の
い
じ
め
が
解
消
し
て

い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

質　
取
組
の
成
果

答　
校
長
会
議
等
で
い
じ
め
の
未
然
防
止
は

も
ち
ろ
ん
、
い
じ
め
を
初
期
段
階
の
も
の
も

含
め
て
早
期
発
見
に
努
め
、
迅
速
に
組
織
的

な
対
応
を
行
う
よ
う
、
繰
り
返
し
周
知
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
子
供
自
身
が
主
体
的
に
い
じ
め
根

絶
に
向
け
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
各
学
校
の

児
童
会
・
生
徒
会
が
一
堂
に
会
す
る
仲
間
づ

く
り
子
ど
も
会
議
を
実
施
し
、
い
じ
め
問
題

に
対
す
る
意
識
の
醸
成
に
も
努
め
、
い
じ
め

の
認
知
件
数
の
増
加
や
、
そ
の
解
消
に
結
び

付
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

質　
次
に
目
指
す
取
組

答　

よ
り
一
層
い
じ
め
問
題
に
危
機
感
を

も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
本

年
10
月
に
改
訂
し
た
、
岩
見
沢
市
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
各
学
校
に
お
い
て

も
、
学
校
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
見
直

し
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
き
め
細
か
な

指
導
助
言
に
努
め
、
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
の

取
組
や
、
早
期
か
ら
の
組
織
的
な
対
応
の
徹

底
、
子
供
同
士
の
良
好
な
関
係
を
築
く
活
動

の
充
実
な
ど
、
い
じ
め
を
生
ま
な
い
安
全
・

安
心
な
学
校
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

QR コードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。 一般質問
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部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
　
坂
　
井
　
秋
　
子

質　
学
校
以
外
と
の
関
わ
り
方
を
踏
ま
え
た

今
後
の
方
向
性

答　
【
教
育
長
】
生
徒
数
の
減
少
が
進
み
、

部
活
動
の
持
続
可
能
性
と
い
う
面
で
厳
し
さ

が
増
し
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
は
、
子
供
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
・
芸
術
に
継
続
し
て
親
し
め
る
機
会

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
部
活
動
を
学

校
単
位
か
ら
地
域
単
位
へ
段
階
的
に
移
行
す

る
方
針
を
示
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
北

海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
の
協
力
を
得
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
生
徒
や
保
護
者
、

地
域
住
民
な
ど
の
理
解
促
進
、
指
導
者
の
確

保
、
活
動
を
支
え
る
財
源
な
ど
、
解
決
す
べ

き
課
題
も
多
く
あ
る
。
様
々
な
方
々
の
御
理

解
や
御
協
力
を
得
ら
れ
る
環
境
の
構
築
を
目

指
し
て
、
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
意

見
交
換
を
実
施
し
、
課
題
の
共
有
や
具
体
的

な
取
組
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
拠
点
校
方
式
の
部
活

動
を
順
次
拡
大
し
、
希
望
す
る
種
目
の
活
動

が
で
き
る
環
境
を
広
げ
て
い
き
、
岩
見
沢
ス

タ
イ
ル
の
地
域
移
行
の
形
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質　
「
拠
点
校
方
式
」
に
お
け
る
部
活
動

運
営
の
現
状

答　

拠
点
校
方
式
で
実
施
し
て
い
る
サ
ッ

カ
ー
の
部
員
数
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
配
慮

や
運
営
に
つ
い
て
は
、
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指

す
生
徒
や
、
純
粋
に
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
た

い
生
徒
な
ど
、
部
活
動
へ
の
思
い
も
様
々
な

こ
と
か
ら
、
複
数
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
意
し
、

そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
の
活
動
を
基
本
と
し

た
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
大
会
の
参
加
も
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
リ
ー
グ
戦

に
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、
今
年
度
の
中
体
連

で
は
、
最
終
学
年
で
あ
る
３
年
生
を
優
先
し

た
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
多
く
の
３
年
生
が
プ

レ
ー
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　

な
お
、
運
営
面
で
は
、
多
く
の
指
導
者
が

携
わ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
サ
ッ
カ
ー
の
指

導
を
専
門
と
す
る
教
員
に
加
え
て
、
教
育
大

学
サ
ッ
カ
ー
部
の
メ
ン
バ
ー
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
部
活
動
の
指
導
に
当
た
っ

て
い
る
。

当
市
に
お
け
る

　
　
　
　
　
農
業
諸
情
勢
に
つ
い
て

市 

政 

ク 

ラ 

ブ

　
　
石
　
黒
　
武
　
美

質　
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金
見
直

し
に
伴
う
畑
地
化
支
援

答　
【
市
長
】
畑
地
化
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
へ
申
請
し
た
結
果
、
全
件
が
採
択
さ
れ
た
。

水
田
地
帯
に
畑
地
が
点
在
し
、
歯
抜
け
状
態

に
な
る
と
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約

化
や
水
利
施
設
の
維
持
管
理
に
支
障
が
出
る

懸
念
は
あ
る
が
、
地
域
に
極
力
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
に
努

め
て
い
く
。

質　
中
国
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響

答　
酪
農
家
が
９
件
、
肉
牛
農
家
が
２
件
と
、

１
年
前
と
比
較
し
て
酪
農
家
２
件
が
離
農
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
国
・
道
に
よ
る
継

続
し
た
支
援
の
ほ
か
、
北
海
道
で
販
売
割
合

の
大
き
い
加
工
向
け
乳
価
が
値
上
げ
と
な
っ

た
。
生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
を
補
塡
す
る
に
は

十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
今
後
と
も
こ
れ
ら

取
組
の
状
況
を
注
視
す
る
。

質　
有
害
鳥
獣
駆
除

答　
当
市
に
お
い
て
も
ヒ
グ
マ
の
目
撃
や
出

没
が
例
年
と
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し
、
捕
獲

数
は
、
増
加
傾
向
で
推
移
し
、
本
年
度
に
お

い
て
も
こ
れ
ま
で
で
既
に
35
頭
捕
獲
し
、
過

去
最
高
だ
っ
た
３
年
度
と
比
べ
て
約
１・
５

倍
の
捕
獲
数
と
な
り
、
本
年
度
途
中
か
ら
新

た
に
箱
わ
な
３
台
を
追
加
し
計
10
台
で
、
捕

獲
対
策
の
強
化
を
図
っ
た
。

質　
水
田
の
多
目
的
利
用

答　
激
甚
化
す
る
大
雨
に
よ
る
浸
水
対
策
と

し
て
、
全
国
的
に
流
域
治
水
の
取
組
が
進
め

ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
雨
水
を
一
時
的
に

水
田
に
貯
め
る
こ
と
で
、
下
流
地
域
で
の
浸

水
被
害
を
防
ぐ
田
ん
ぼ
ダ
ム
が
あ
り
、
当
市

で
も
、
各
地
域
で
取
組
が
進
め
ら
れ
、
さ
ら

な
る
面
積
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
通
年
で
雨
水
貯
留
効
果
を
発
揮

で
き
る
よ
う
な
技
術
の
検
討
や
、
転
作
や
畑

地
化
に
よ
る
水
張
面
積
の
減
少
に
伴
う
田
ん

ぼ
ダ
ム
ヘ
の
影
響
等
の
情
報
収
集
を
広
く
行

い
、
さ
ら
に
、
生
産
者
が
取
り
組
み
や
す
く

す
る
仕
組
み
作
り
や
、
都
市
部
の
方
々
に
も

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
効
果
や
必
要
性
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
、
農
村
部
、
都
市
部
の
垣
根
を
越
え
た
一

体
感
を
持
っ
て
、
防
災
に
資
す
る
取
組
を
拡

大
し
て
い
き
た
い
。

QR コードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。一般質問
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学
校
給
食
運
営
に
つ
い
て 日 

本 

共 

産 

党 

議 

員 

団

　
　
山
　
田
　
靖
　
廣

質　
学
校
給
食
の
無
償
化
及
び
軽
減
へ
の
取

組答　
【
教
育
長
】
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
各
自
治
体
に
お
い
て
様
々
な
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
、
自
治
体
の

状
況
に
応
じ
て
取
り
組
む
施
策
で
は
な
く
、

国
の
制
度
下
で
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

お
り
、
必
要
な
財
源
確
保
や
費
用
負
担
の
在

り
方
も
含
め
、
国
の
責
任
に
お
い
て
幅
広
く

検
討
を
進
め
て
い
く
課
題
と
考
え
て
い
る
。

本
年
８
月
、
文
部
科
学
省
か
ら
各
自
治
体
に

対
し
、
経
緯
や
政
策
目
的
、
実
施
期
間
、
対

象
者
や
人
数
な
ど
の
項
目
に
よ
る
、
無
償
化

に
関
す
る
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ

の
結
果
の
公
表
を
含
め
て
、
国
の
具
体
的
な

動
向
な
ど
は
確
認
さ
れ
て
な
い
。
こ
れ
ま
で
、

急
激
な
物
価
高
騰
へ
の
対
応
と
し
て
、
市
の

財
源
に
よ
り
必
要
と
見
込
ま
れ
る
食
材
購
入

費
を
補
塡
し
、
学
校
給
食
費
の
抑
制
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
の
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
物

価
の
推
移
や
国
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
な
が

ら
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

質　
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
給
食
を
残

す
、
時
々
残
す
と
回
答
し
た
主
な
理
由
と
し

て
、
量
が
多
い
、
味
が
嫌
い
、
嫌
い
な
食
材

が
入
っ
て
い
る
な
ど
、
食
味
や
嗜
好
に
関
す

る
も
の
、
又
は
給
食
の
時
間
に
関
す
る
も
の

が
多
く
挙
げ
ら
れ
、
食
味
や
嗜
好
な
ど
へ
の

対
応
と
し
て
は
、
常
に
味
付
け
の
工
夫
を
進

め
る
と
と
も
に
、
栄
養
教
諭
に
よ
る
授
業
に

お
い
て
、
使
わ
れ
る
食
材
が
も
つ
栄
養
や
そ

の
重
要
性
、
食
品
ロ
ス
の
問
題
な
ど
、
食
育

に
関
す
る
学
習
を
通
し
、
食
に
関
わ
る
人
へ

の
感
謝
や
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
と
い
っ
た

意
識
の
醸
成
を
進
め
て
い
る
。
給
食
時
間
に

つ
い
て
は
、
給
食
の
準
備
を
手
際
よ
く
行
い
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
食
事
が
で
き
る
よ
う

担
任
の
声
掛
け
を
し
て
い
る
。
時
間
内
に
食

べ
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
体
調
を

は
じ
め
、
様
々
な
理
由
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
児
童
生
徒
自
身
が
食
べ
ら
れ
る
量
を

調
整
す
る
な
ど
、
担
任
に
よ
り
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

新
病
院
建
設
事
業
に
つ
い
て

公 

明 

党

　
　
猪
　
口
　
満
　
雅

質　
概
算
事
業
費

答　
【
市
長
】
基
本
設
計
段
階
の
概
算
事
業

費
423
億
円
の
財
源
内
訳
は
、
補
助
金
が
43
億

円
、
病
院
事
業
債
が
372
億
円
、
病
院
事
業
の

自
己
資
金
が
８
億
円
と
見
込
み
、
資
材
費
の

高
騰
な
ど
に
よ
り
、
基
本
計
画
段
階
か
ら

79
億
円
増
加
す
る
も
の
の
、
収
支
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
開
院
４
年
目
以
降
、
黒

字
化
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

質　
要
望
活
動

答　

主
な
要
望
活
動
と
し
て
、
全
国
自
治
体

病
院
協
議
会
、
空
知
地
方
総
合
開
発
期
成
会
、

全
国
市
長
会
及
び
北
海
道
市
長
会
等
で
要
望

を
実
施
し
た
。
引
き
続
き
、
病
院
事
業
並
び

に
一
般
会
計
の
実
質
負
担
の
抑
制
に
向
け
、

積
極
的
に
要
望
を
行
う
。

質　
医
療
従
事
者
の
確
保

答　
病
院
運
営
に
携
わ
る
全
て
の
職
種
が
欠

か
せ
な
い
が
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療

職
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
医
師
は
引
き
続
き
、
医
育
大
学
に
医
師

派
遣
に
向
け
た
連
携
強
化
を
進
め
て
い
く
。

看
護
師
や
医
療
技
術
職
な
ど
は
、
で
き
る
限

り
多
く
の
北
海
道
中
央
労
災
病
院
の
職
員
に

新
病
院
で
勤
務
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
が
、
医
療
職
の
確
保
が
ま
す
ま
す

難
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
計

画
的
な
採
用
を
検
討
し
て
い
く
。

質　
救
急
搬
送
の
増
加

答　
近
年
の
市
立
総
合
病
院
へ
の
救
急
搬
送

件
数
と
市
外
か
ら
の
搬
送
割
合
は
、
件
数
、

割
合
と
も
に
増
加
傾
向
で
あ
る
。

質　
近
隣
自
治
体
病
院
と
の
医
療
連
携
の
推

進答　
近
隣
の
公
立
病
院
と
医
療
連
携
に
係
る

協
定
を
締
結
す
る
必
要
性
ま
で
は
感
じ
て
い

な
い
が
、
引
き
続
き
、
圏
域
内
の
医
療
機
関

と
の
連
携
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
３
次

救
急
や
高
度
な
専
門
医
療
に
つ
い
て
は
、
札

幌
圏
を
中
心
と
す
る
医
療
機
関
と
引
き
続
き

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

質　
交
通
ア
ク
セ
ス

答　
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
可
能
と
な
る
よ
う

専
用
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
設
置
す
る
計
画
と

し
、
新
病
院
の
敷
地
に
乗
り
入
れ
る
バ
ス
路

線
や
便
数
な
ど
の
具
体
的
な
協
議
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
関
係
者
間
で
重
ね
る
。

QR コードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。 一般質問
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一般質問：大和議員

市
民
に
よ
り
広
く
情
報
を
発
信
し

　
　
　
　
届
け
る
仕
組
み
に
つ
い
て

民 

優 

会

　
　
大
　
和
　
　
　
勝

質　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

特
徴

答　
【
市
長
】
複
数
の
サ
ー
バ
ー
に
よ
り
、

ペ
ー
ジ
読
み
込
み
速
度
が
向
上
。
緊
急
時
な

ど
ア
ク
セ
ス
が
集
中
す
る
場
合
で
も
、
軽
量

化
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
ヘ
切
り
替
え
る
こ
と
で
、

安
定
稼
働
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
導
入
、

目
に
つ
く
場
所
へ
の
検
索
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
、
ラ
イ
フ
シ
ー
ン
別
の
検
索
区
分
な
ど
、

知
り
た
い
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
検

索
手
段
を
複
数
設
け
た
。
さ
ら
に
、
市
公
式

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ヘ
の
記
事
連
携
機
能
を
搭
載
す
る
こ

と
で
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
レ
コ
メ
ン
ド
機
能
、
イ

ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
、
サ
ブ
サ
イ
ト
の

設
置
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
の
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
。

質　
本
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
と
、
そ
の
活
用

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
79
件

の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
回
答
者
の
う
ち
、
約
45
％
の
方
が
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
て
お
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

様
々
な
通
知
が
来
る
こ
と
で
、
以
前
に
比

べ
て
市
か
ら
の
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
と
の
御
意
見
が
あ
る
一
方
、
誘
導
先

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し
て
は
、
も
う
少
し

検
索
し
や
す
く
、
見
や
す
く
し
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
御
要
望
が
あ
っ
た
。

　
調
査
結
果
を
参
考
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

メ
ニ
ュ
ー
構
成
の
見
直
し
を
行
い
、
職
員
に

対
し
て
分
か
り
や
す
い
ペ
ー
ジ
作
成
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
な
ど
、
情
報
ペ
ー

ジ
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

質　
今
後
の
情
報
発
信
の
在
り
方

答　

発
信
す
る
情
報
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
意

識
し
、
情
報
を
届
け
る
た
め
に
、
紙
媒
体
を

含
め
た
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
、
効
果
的
な
使
用

ツ
ー
ル
や
発
信
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し
、
実

行
と
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
必
要
な
方
に
必

要
な
情
報
が
伝
わ
る
、
届
く
情
報
発
信
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

教
育
費
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

日 

本 

共 

産 

党 

議 

員 

団

　
　
上
　
田
　
久
　
司

質　
高
等
教
育
の
負
担
軽
減

答　
【
教
育
長
】
本
市
に
限
ら
ず
全
国
の
自

治
体
に
関
わ
る
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

国
都
市
教
育
長
協
議
会
で
の
協
議
を
通
じ

て
、
要
望
等
の
必
要
性
を
判
断
す
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
の
奨
学
金
制
度
と
し
て
運
営

さ
れ
て
い
る
岩
見
沢
育
英
会
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
大
学
生
や
高
校
生
な
ど
を
合
わ

せ
て
１
千
995
人
、
総
額
約
２
億
７
千
670
万
円

の
無
利
子
奨
学
金
が
貸
与
さ
れ
て
い
る
。
令

和
４
年
度
は
、
大
学
生
９
人
、
高
校
生
２
人

の
計
11
人
に
総
額
で
366
万
円
が
貸
与
さ
れ
た

ほ
か
、
33
人
か
ら
約
500
万
円
の
返
還
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。

質　
就
学
援
助
の
拡
充

答　

ク
ラ
ブ
活
動
費
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
よ
り
援
助
項
目
へ
の
追
加
を
検

討
し
て
い
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

他
の
事
業
と
の
優
先
順
位
を
勘
案
し
、
予
算

措
置
を
断
念
し
て
き
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、
予
算
措
置
の

対
象
と
し
て
検
討
中
だ
が
、
小
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
な
ど
、
大
き
な
予
算
を
必
要
と

す
る
事
業
も
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

財
政
部
局
と
も
相
談
の
上
、
改
め
て
判
断
し

た
い
。

　
基
準
の
緩
和
に
つ
い
て
、
就
学
援
助
認
定

基
準
は
、
国
が
定
め
る
生
活
保
護
基
準
と
は

異
な
り
、
各
自
治
体
の
判
断
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
生
活
保
護
基
準
に
一
定
の

倍
率
を
乗
じ
る
方
法
が
一
般
的
で
あ
り
、
本

市
で
は
、
平
成
25
年
４
月
の
生
活
保
護
基
準

に
１
・
25
を
乗
じ
た
金
額
を
認
定
基
準
と
し

て
い
る
。

　

認
定
基
準
は
、
乗
じ
る
倍
率
に
加
え
て
、

参
照
す
る
生
活
保
護
基
準
日
に
よ
る
影
響
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
基
準
を
変
更
す

る
考
え
は
な
い
も
の
の
、
物
価
の
高
騰
に
よ

る
生
活
保
護
基
準
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
参
照
す
る
生
活
保
護
基
準
日
や
乗
じ
る

倍
率
の
変
更
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
検
証
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

QR コードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。一般質問

▶岩見沢市公式 LINE
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令和５年第４回定例会（１２月４日令和５年第４回定例会（１２月４日 ▶  ▶ １２月１５日）審議結果１２月１５日）審議結果
議 案 番 号 件　　   名 審 議 結 果

議案第 81 号 令和４年度岩見沢市一般会計及び各特別会計決算の認定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認　　　定
議案第 82 号 令和４年度岩見沢市病院事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決及び認定

議案第 83 号 令和４年度岩見沢市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 〃
議案第 84 号 令和４年度岩見沢市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 〃

議案第 86 号 農業集落排水事業への地方公営企業法の適用に係る関係条例の整備に関する条例の設定に
ついて 原 案 可 決

議案第 87 号 一般職員の給与に関する条例等の一部改正について 〃

議案第 88 号 岩見沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正について 〃

議案第 89 号 岩見沢市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて 〃

議案第 90 号 岩見沢市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 〃
議案第 91 号 岩見沢市国民健康保険条例の一部改正について 〃
議案第 92 号 岩見沢市在宅老人デイ・サービスセンター条例の廃止について 〃
議案第 93 号 岩見沢市診療所条例の廃止について 〃
議案第 94 号 岩見沢市栗沢福祉センター条例の廃止について 〃
議案第 95 号 工事請負契約の締結について（令和５年度市営住宅改築工事（６条中央団地１号棟）２工区） 〃

議案第 96 号 岩見沢市コミュニティプラザ及び岩見沢市自治体ネットワークセンターの指定管理者の指
定について 〃

議案第 97 号 岩見沢市テレワークセンターの指定管理者の指定について 〃
議案第 98 号 岩見沢市新産業支援センターの指定管理者の指定について 〃
議案第 99 号 高齢者福祉センターふれあいの指定管理者の指定について 〃
議案第 100 号 高齢者福祉センターえみる及び北村生活支援ハウスの指定管理者の指定について 〃

新
病
院
建
設
に
つ
い
て 市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
　
平
　
野
　
義
　
文

質　
岩
見
沢
市
財
政
に
与
え
る
影
響

答　
【
市
長
】
新
病
院
開
院
以
降
に
お
け
る

一
般
会
計
の
実
質
的
な
負
担
は
、
３
億
円
か

ら
９
億
円
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。
中
長
期

財
政
計
画
の
収
支
不
足
は
122
億
円
か
ら
131
億

円
へ
拡
大
す
る
が
、
前
期
計
画
に
お
い
て
も
、

10
年
間
で
130
億
円
か
ら
４
億
円
程
度
ま
で
圧

縮
し
た
実
績
が
あ
り
、
収
支
不
足
の
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

質　
職
員
の
確
保

答　

職
員
数
は
、
基
本
設
計
段
階
に
お
い
て

966
人
と
し
た
。
本
年
度
当
初
の
市
立
総
合
病

院
と
中
央
労
災
病
院
の
職
員
数
は
合
計
961
人

で
、
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て
い
る
。
で
き
る
限

り
多
く
の
中
央
労
災
病
院
の
職
員
に
新
病
院

で
勤
務
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
が
、
医
療
職
の
確
保
が
ま
す
ま
す
難

し
く
な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
た
め
、
希
望

調
査
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
計
画
的
な
採
用
を

検
討
し
て
い
く
。

質　
身
の
丈
に
あ
っ
た
新
病
院
の
建
設

答　

新
病
院
の
病
床
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
通
年
で
受
け
る
前
の
患
者

数
を
基
本
に
将
来
の
患
者
推
計
を
行
い
、
稼

働
率
90
％
と
設
定
し
た
上
で
、
総
病
床
数
を

462
床
と
設
定
し
た
。
５
類
移
行
後
、
半
年
ほ

ど
経
過
し
た
が
、
両
病
院
の
患
者
数
は
流
行

前
ま
で
戻
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
状

の
患
者
数
の
推
移
が
続
く
場
合
に
は
、
新
病

院
の
施
設
規
模
の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
見
直
し
に
は
１

年
程
度
の
患
者
数
の
推
移
を
踏
ま
え
る
必
要

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
人
口
減
少
下
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
地

域
医
療
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
本
圏
域
に
お
け
る
医
療
資
源

を
集
約
し
、
良
質
な
療
養
環
境
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
働
く
職
員
に
と
っ
て
も
魅
力
の

あ
る
新
病
院
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
認
識
の
下
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
山
積

す
る
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

令
和
10
年
春
の
開
院
に
向
け
、
実
施
設
計
段

階
へ
と
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QR コードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。 一般質問

▶新病院イメージ図
岩見沢市新病院 基本設計（案）
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議 案 番 号 件　　   名 審 議 結 果
議案第 101 号 岩見沢市美流渡歯科診療所の指定管理者の指定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原 案 可 決
議案第 102 号 岩見沢市栗沢市民センターの指定管理者の指定について 〃
議案第 103 号 上幌地区集会所の指定管理者の指定について 〃
議案第 104 号 茂世丑地区集会所の指定管理者の指定について 〃
議案第 105 号 万字地区集会所の指定管理者の指定について 〃
議案第 106 号 宮村地区集会所の指定管理者の指定について 〃
議案第 107 号 弥生ケ丘地区集会所の指定管理者の指定について 〃
議案第 108 号 最上北栄地区集会所の指定管理者の指定について 〃
議案第 109 号 西地区集会所の指定管理者の指定について 〃
議案第 110 号 由良地区集会所の指定管理者の指定について 〃
議案第 111 号 必成地区集会所の指定管理者の指定について 〃
議案第 112 号 岐阜地区集会所の指定管理者の指定について 〃
議案第 113 号 栗丘地区集会所の指定管理者の指定について 〃
議案第 114 号 浄安殿の指定管理者の指定について 〃
議案第 115 号 岩見沢市緑が丘霊園及び利根別墓地等の指定管理者の指定について 〃
議案第 116 号 岩見沢市精米施設の指定管理者の指定について 〃

議案第 117 号 岩見沢市イベントホール、駅東市民広場公園及びコミュニティ東駐車場の指定管理者の指
定について 〃

議案第 118 号 岩見沢市自転車等駐車場、コミュニティ西駐車場及び岩見沢市有明交流プラザの指定管理
者の指定について 〃

議案第 119 号 いわみざわ公園、利根別自然公園及び利根別原生林ウォーキングセンターの指定管理者の
指定について 〃

議案第 120 号 いわみざわ公園バラ園の指定管理者の指定について 〃

議案第 121 号 東山公園、鳩が丘記念緑地、北海幹線用水路鳩が丘緑地、北海幹線用水路並木町三角緑地、
北海幹線用水路駒園緑地、玉泉館跡地公園及びあやめ公園の指定管理者の指定について 〃

議案第 122 号 幾春別川リバーパークパークゴルフ場及びひょうたん沼交流広場公園の指定管理者の指定
について 〃

議案第 123 号 北村中央公園及び桜づつみ公園の指定管理者の指定について 〃
議案第 124 号 岩見沢スポーツセンター及び岩見沢トレーニングセンターの指定管理者の指定について 〃
議案第 125 号 岩見沢市温水プール及び岩見沢市北村プールの指定管理者の指定について 〃
議案第 126 号 令和５年度岩見沢市一般会計補正予算について（第６号） 〃
議案第 127 号 令和５年度岩見沢市特別会計国民健康保険費補正予算について（第１号） 〃
議案第 128 号 令和５年度岩見沢市特別会計高等学校費補正予算について（第１号） 〃
議案第 129 号 令和５年度岩見沢市特別会計農業集落排水事業費補正予算について（第１号） 〃
議案第 130 号 令和５年度岩見沢市特別会計介護保険費補正予算について（第２号） 〃
議案第 131 号 令和５年度岩見沢市特別会計後期高齢者医療費補正予算について（第１号） 〃
議案第 132 号 令和５年度岩見沢市病院事業会計補正予算について（第１号） 〃
議案第 133 号 令和５年度岩見沢市一般会計補正予算について（第７号） 〃

選挙第  ７  号 選挙管理員及び補充員の選挙　
（委員）北口博美 /本村勝 /大西健夫 /植田淳一（補充員）原口篤 /吉永裕子 /橋本友紀 /笹井直人 当　　　選

意見書案第 14 号 食品ロス削減への国民運動のさらなる推進について 原 案 可 決
意見書案第 15 号 認知症との共生社会の実現について 〃
意見書案第 16 号 介護・障害福祉分野における処遇改善等について 〃

  ■ 令和 6 年度理科教育設備費等補助金予算計上について
  ■ 学校教材（備品）の計画的な整備推進について
  ■ 「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の速やかな抜本的改正を求める意見書」について
  ■ 年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書について
  ■ 令和 6 年度税制改正に関する要望について
  ■ 令和 6 年度税制改正に関する提言について

第 4 回定例会までに提出された次の陳情・要望書は全議員に写しが配付されました。

可決した意見書案・決議案の全文は、市議会ホームページでご覧になれます。審議結果
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　令和５年は、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが２類相
当から５類へ引き下げられ、コロナ対策は大きな転換点を迎えました。
そうした中で、昨年開催された市民との意見交換会においては、多く
の皆様に御参加をいただきました。
　「議会では何を議論しているのか」広報広聴委員会としても、まだ
まだ工夫をしながら「伝える」努力を重ねる必要性を感じています。
より市民の皆様が分かりやすい広報活動、読みやすい市議会だよりを
目指し、今後も検討・作成に努めて参ります。

議会広報広聴委員会委員　枝廣　晴基

編 集 後 記編 集 後 記 議会広報広聴委員会議会広報広聴委員会

委員長　　宮下 　透

副委員長　大和 　勝

委員　　　新井 優也
　　　　　枝廣 晴基
　　　　　坂井 秋子
　　　　　野尻 　清
　　　　　猪口 満雅
　　　　　山田 靖廣
　　　　　松本 一郎 10

令和６年
第１回定例会は

開会予定です。

次回の定例会次回の定例会

２月下旬２月下旬

各議員の議案に対する賛否の状況（賛否の分かれたもの）
会　派　名 市民クラブ 市政 民優 公明 共産 みどり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　　　　　議　案　名

伊
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議   81）令和４年度岩見沢市一般会計及び各特別会計決算の認定に
　　　　ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○

議 　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議   83）令和４年度岩見沢市水道事業会計利益の処分及び決算の
　　　　認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議   90）岩見沢市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正に
　　　　ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議　92）岩見沢市在宅老人デイ・サービスセンター条例の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議   93）岩見沢市診療所条例の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

他都市行政調査 実施報告 ＊各委員会の報告書の詳細は
　QRコードからご覧ください。

●経済建設常任委員会●

●総務常任委員会● ●民生常任委員会●

●議会運営委員会●

令和 5 年 11 月 14 日～ 16 日 令和 5 年 11 月 6 日～ 8 日

令和 5 年 11 月 13 日～ 15 日 令和 5 年 10 月 31 日～ 11 月 2 日

山形県山形市　～デジタル人材の育成について～
山形県鶴岡市　～部活動の地域移行について～
　　　　　　　～地域公共交通について～
東京都町田市　～デジタル人材の育成について～

京都府亀岡市　～「かめおかプラスチックごみ
　　　　　　　　　　ゼロ宣言プロジェクト」について～　　　　　　　　　
兵庫県三田市　～「三田市環境基本計画」について～

佐賀県佐賀市　～佐賀市下水浄化センターの取組について～
福岡県田川市　～中小企業振興基本条例制定と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推進について～

広島県東広島市　～議会運営と議会改革について～
広島県呉市　　　　（議会基本条例の検証・一問一答方式の
広島県廿日市市　　 課題・ICTの活用）　＜全市共通＞

宮下委員長　猪口副委員長
坂井秋子委員　平野委員
峯委員　石黒委員
坂井照美委員　上田委員

日向委員長　山田副委員長
伊澤委員　枝廣委員　豊岡委員
野尻委員　松本委員

武田委員長　河合副委員長
新井委員　木村委員
太田委員　大和委員　斉須委員

豊岡委員長　　石黒副委員長
峯議長　野尻副議長
木村委員　武田委員　大和委員
猪口委員　山田委員　松本委員


